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研修時間 

４５分間 

主な内容 

○ 個別の教育支援計画の作成に向けた教育相談の実際を体験し、子どもの成長に向けて保護者と共に

考える教師の姿勢について理解を深める研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅱ－２ 個別の教育支援計画の作成」のシート 

・付箋、サインペン 
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３分 １ 研修のねらいの確認 

・個別の教育支援計画作成に向けた教育相談の進め方についての理解を深める。 

３分 ２ 研修方法の説明 

○ ロールプレイの進め方について 

・場面設定を確認する。 

 ・学級担任役、コーディネーター役、保護者役、観察役に役割を分担してロールプ

レイを行う。 
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５分 

３ シートを活用した演習 

① ロールプレイ 

 ・４つの役を全ての教員が体験する。 

② グループ協議 

・３～４人のグループで協議する。 

  ・「教育相談を進める観点」に沿って協議を行う。 

  ・個人で５つの観点を基にロールプレイを振り返り、気が付いたことを付箋に記入

する。 

・観点別に付箋を分類、整理する。 

  ・「よかった点」と「今後改善が必要な点」について話し合う。 

・「今後相談時に大切にしたいこと」をグループでまとめる。 

③ 全体交流 

・グループ協議の内容を交流する。 

４分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ グループで話し合った「よかった点」と「今後改善が必要な点」、「今後相談時に

大切にしたいこと」をまとめ、配付する 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～保護者に協力を得るための校内研修～ 

 【活用するシート】 
Ⅱ―２ 個別の教育支援計画の作成 

○ 保護者の思いを知ることは大変難しいと改めて実感しました。 

○ お子さんのできるようになってきていること十分に伝えることが大切だと感じました。 

ここがポイント！ 

保護者の思いを受け止めるための教

員の姿勢について考えることを視点に

協議することが重要です。 


